
 

 

 

 

 

 

 
 

北代

１．史跡
し せ き

○縄文
じょうもん

○これま

棟、中

 ○旧石器

庫跡・

○北陸地

ました

○平成8
備工事

11 年

山市北

してオ

た。 

○復元し

の老朽
ろうきゅ

成 22
の指導

事を行

 
○建築

けんちく

環
かん

科学
か が く

・

木材物
もくざいぶつ

化学
か が く

・

の専門

や試験

穴住居

よりも

修理を

代縄文
  

跡
き

北代遺跡

時代中期後

までの発掘

中央付近で

器時代・弥

・鍛冶
か じ

遺構
い こ う

地方を代表

た。 
8～10年度

事を行い、

4 月 29 日

北代縄文広

オープンし

した竪穴住居

朽化
ゅうか

のため、

年度から国

導の下で修理

行っています

環境
んきょう

工学
こうがく

・

林産
りんさん

加工学
かこうが

物
つ

理学
り が く

・環
かんき

考古学
こうこがく

の

門家による検

験に基づき、

居等をこれ

も長持ちさせ

を行ってい

広場 
    

跡とは 

後葉（約 4,

調査により

高床
たかゆか

倉庫
そ う こ

跡
あ

弥生時代・奈

跡
あと

も確認さ

する貴重な

に整

平成

に富

場と

まし

居等

、平

国・県

理工

す。 

鉱物
こうぶつ

学
がく

・

境
きょう

6 名

検討

、竪

まで

せる

ます。 

竪穴
たてあな

住
じ

    

000 年前）

り、東西約

跡
あと

が 4 棟確

奈良時代・

されており

な縄文時代

史

住居
じゅうきょ

修
     

を中心に

280ｍ、南

確認されてい

平安時代の

、自然豊か

代の集落跡と

史跡北代遺跡

修理工
    

営まれた大

南北約 200ｍ

います。 
の出土品や

かなこの地

として、昭和

跡が営まれた

事 現
     

富山市教育

大集落跡で

ｍの範囲に

や奈良～平安

地で何度も集

和 59 年 1 月

た時代と市内

現場見学
   平

育委員会埋

です。 
に縄文時代の

安時代の竪

集落が営ま

月 4 日に国

内・県内の主

学会資
平成 28 年 8
埋蔵文化財セ

の竪穴住居

竪穴住居跡

まれました。

国の史跡に指

主な遺跡 

資料 
8 月 29 日

センター

居跡が 78

・高床倉

 
指定され

1 

２．史

○台地

竪穴

して

た。

○湧水
ゆうす

 の建

 され

 
○平成

 た第

から

黄色

かっ

土
つち

屋
や

まし

北代

いた

 
 ○他の

円形

側の

すが

ん。

長い

たと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史跡北代遺

地の中央部

穴住居は縁
えん

て計画的に

。 
水地
すいち

側の縁

建設地とし

れました。

成 9 年度に

第 70 号住居

ら落下した

色粘土が床

ったことで

屋根
や ね

だった

した。この

代縄文広場

た土屋根の

の住居跡と

形で、長軸

の炉 1 は使

が、西側の炉

。また、西

い石が倒れ

と考えられ

遺跡（縄文

部を広場と

縁辺部
んぺんぶ

を中心

に配置されま

縁辺部は、住

して何度も利

 

に発掘調査さ

居跡で、屋

たと考えられ

床面付近で見

で、この住居

たことがわか

の成果を基
もと

に

場では黒土を

の竪穴住居を

異なり、第

軸上に炉が 2
使用によって

炉 2 はほと

西側の壁面

れており、本

れます（立石
りっせ

第 70 号住

は普段使う

呪 術
じゅじゅつ

を行

空間だった

文時代）の

定め、  
心と 
まし  

住居 
利用 

され 
屋根 

れる 

見つ 
居が 
かり 
に、 
を用 
を復元しま

第 70 号住居

2 つありま

て赤く焼け

とんど焼け

（主柱 1）
本来は立て

石
せき

）。 

住居跡の西

う場所では

行うための特

たのかな。

の竪穴住居

ました。 

居跡は楕 

した。東 

けていま 
ていませ 

付近では 
られてい 

西側半分

はなく、

特別な

 

居につい

 
    

 

て 

第 700 号住居跡跡 平面図

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．竪穴

（１）復元

○発掘調

○縄文時

 は当時

（２）復元

○オープ

上にな

りも重
か

に食べ

（３）平成

○土屋根

8cm か

まま使

ート（

はその

 

大丈夫
が付着
は、そ
しまし
   

穴住居【第

元（平成 10

調査成果を

時代にあっ

時の表土で

元の課題 

プンして 3
なりました

重
さ

なって、屋

べられたり

成 18 年度の

根を修理し

から 13～1
使用したり

（水は通さな

のまま使用

棟部分の

夫と判断され
着して黒くな
そのまま使用
した。   

     

第 70 号住

0年度） 

基に、考古

たと考えら

あった黒土
くろつ

年目を迎
むか

え

。人間
にんげん

の生
せい

屋根を支え

、折れたり

の修理 

ました。屋

16cm へと太

、他の部位
ぶ い

ないが、湿

することと

の劣化     

れた屋根材
なった丸太材
用するか、転

     
     

居】の復

古学や民俗
みんぞく

建
け

られる資材

土
つち

を用いま

えた頃から

生活
いかつ

環境
かんきょう

は

える主柱
おもばしら

や

りして、住

屋根材（栗
くり

太くして強

位
い

に転用
てんよう

し

湿気は通すシ

としました

 

        

 

（煤  大型
材）  根材
転用  積雪

   いま
     

復元の課題

建築学
けんちくがく

の研

材・技術で建

した。 

、雨が溜
た

ま

は湿度が80％
や麻

あさ

縄
なわ

、樹皮
じ ゅ

住居全体の強
き

栗丸太材
まるたざい

）の

強度を高めま

たりしまし

シート）を敷

。 

  屋根材

型の第 70 号
材を二重に
雪からの荷重
ます。   

     

題と平成 1

研究成果を加

建築すると

まった屋根

％を超
こ

える

皮
ひ

などの建

強度
きょうど

が低下

の大部分を

ました。大

した。屋根

敷き、雨漏

の腐朽、折

号住居では、
して、屋根
重を分散さ

     
     

18・24・2

加味
か み

して復
ふく

の考えに基

根土の湿気
し っ け

が

ると身体
しんたい

に悪

建築材が菌
きん

の

下しました。

を新しいもの

大丈夫と判断

根土と屋根
や ね

下
し

漏り対策とし

 

折損 

 

、屋   
土や   
せて   

    
    

28 年度の

復元
くげん

設計
せっけい

と建
け

基づき復元

が屋内に入

悪い影響
えいきょう

の作用で弱

 

のと取替え

断された既
き

下地
し た じ

（樹皮

しました。主

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸透し

水で劣

た樹皮

根材が

土を支

れなく

たんだ

屋根材の上
いて、さら
ねました。
ましたが、
の影響は続

の修理内容

建築
けんちく

を行い

元しました。

入り、湿度
し つ ど

が

を及ぼしま

弱くなったり

え、屋根材の

既存
ぞ ん

の屋根材

皮）層の間に

主柱や桁
けた

・

した雨

劣化し

皮や屋

が屋根

支えき

くなっ

だね。 

上に樹皮を二
らに防水シー

雨漏りは軽
地下水を含

続きました。

容 

いました。

屋根土 

が 95％以

ます。雨漏
あ ま も

り、昆虫
こんちゅう

の直径を

材はその

に防水
ぼうすい

シ

梁
はり

、堰板
せきいた

 
二重に葺 
ートを重 
軽減され 
含めて水 

 
2 

（４）平

 ○専門

シー

した

進行

 ○住居

水シ

ー

に改

て、

（５）平

☆修理の

腐朽が

ます。屋

☆修理で

①地下水

②調 湿
ちょうしつ

③雨漏り

 

雨漏り、

 

平成 24 年度

門家会議で

ートが屋根

た雨水が竪

行したこと

居周囲の地

シートの下

ト）を追加

改良しまし

、排水性能

平成 28 年度

の内容☆

が進んだ堰

屋根材や主

での改良点

水対策 土

22

湿
つ

機能向上

り対策 防

修理が完

ちさせ

、堰板等の腐

度の修理 

での検討によ

根材の下端部
か た ん

竪穴住居の屋
お

が明らかに

地下に設けた

下に防水・防
ぼ

加し、浸透し

した。また、

能を向上させ

度の修理

堰板を取替え

主柱等の腐朽

点☆ 
土間の下や堰

2 年度から

防水・防

で締
し

め固
かた

め

共に、調湿

め固めてい

防湿シー

防水シートの

完成したら見

せるための

腐朽（24 年

これまで

http://w

よって、屋

部
ぶ

に留
とど

まっ

屋内
おくない

に還
かん

流
りゅ

になりまし

た透水管
とうすいかん

防湿
ぼうしつ

シート

した雨水が

、透水管周

せました。

え、地下水

朽は軽微
け い び

な

堰板の奥に

修理を行っ

防湿シートの

めます。赤

湿効果もあ

いたことが

トは屋根材

の改修後、

見えないと

の工夫がた

 

年度）  

での修理の

www.city.to

屋根土の中に

ったことで、

流
ゅう

した結果

した。 
（排水管

はいすいかん

）ま

ト（水も湿気

が速やかに排
は

周囲の山砂を

 

水対策（土間
ど ま

なので、養
ようじ

にも防水・防

っているす

の上に砂や

赤土（粘土）

あります。土

が発掘調査で

材や主柱等の

屋根土を薄

ところで、建

くさんある

  屋根材の

の経過はホー

oyama.toy

に追加した

、屋根土に

果、堰板の腐
ふ

までの間に

気も通さな

排出
はいしゅつ

される

を砂利と入

間
ま

改修
かいしゅう

）、

生
じょう

してその

防湿シート

すべての竪穴

や砕石
さいせき

を敷き

）を締め固

土の特性
とくせい

を

で確認され

の土中
どちゅう

埋設
まいせつ

薄く葺き直

建物を長持

るのね。 

の折損、腐

ームページ

yama.jp/et

た防水

に浸透

腐朽
ふきゅう

が

に、防

ないシ

るよう

入替え

雨漏り対策

のまま使用

トを追加して

穴住居で行

きつめた後

固めると、保

を熟知
じゅくち

した北

れており、

設
つ

部分
ぶ ぶ ん

にも巻
ま

直すことで、

持

 

朽        

ジで紹介して

c/maibun/

策（屋根改

用すること

て、地下水

行い、効果

後、赤土や砂

保
ほ

水性
すいせい

や透
と

北代遺跡の

それに学ん

巻付
ま き つ

け、腐

、水対策を

追加した

防水・防湿

ています。

/index.htm

改修）などを

としました

水を遮断
しゃだん

しま

が確認され

砂を主な材

透水性
うすいせい

を低下

の人びとも

んだ改良で

腐朽を抑制
よくせい

を完成させ

防水・防湿

湿シートと屋

 

m 

復元
ナー

を行ってい

た。 

ます。平成

れています

材料とした土

下させると

、土間を締

です。防水

します。

ます。 

湿シートなど

屋根材の補強

元建物の修理
ーをクリック

い 

成

す。 
土

と

締

・

 

ど 

 
強 

 
コー

ク！ 


